
山口県山岳連盟「雪崩遭難対策研修会」進行スケジュール 

 

司会：理事長 古林喜明 

９：００ 黙祷 

９：０３ 開会挨拶(会長：小林弘之) 

９：１０ 遭難事故の経緯について(宇部山岳会：江本正彦) 

９：４０ 現地捜索本部の課題について(遭難対策委員長：坂口仁治) 

１０：００ 現場捜索方法について(顧問：西村亘) 

  ：３０ 

                     休憩 

 １０：３５ パネルディスカッション(アルパインクライミングの安全登山について) 

      ※パネラー 

       ・江本正彦(宇部山岳会)：事故を踏まえた安全登山への取り組みについて 

・坂口仁治(周南山岳会)：遭難に関する取り組みと考え方について 

・山根幸雄(下関山岳会)：       同上 

・武永計介(ﾊｲｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ山歩))：   同上 

・廣川健太郎氏(都岳連) ：     同上 

      ※各県参加者からのコメント等 

       ・岡山岳連(山崎氏)・広島岳連(岡谷氏)・島根岳連(持田氏)・他 

      ※県内山岳連盟加盟団体以外の会からのコメント等 

       ・やまびこ(津島氏)・アルピナ(石田氏)・他 

      ※山岳連盟会員からのコメント等 

       ・若手会員(鹿野)・他 

 １２：００ 

             昼食(弁当 or 食堂)※クライミング施設開放 

 １３：００ 冬山の安全登山について(都岳連遭難対策委員：廣川健太郎氏) 

       ・都岳連の取り組み 

       ・雪崩リスクを考慮した「一ノ倉沢滝沢第三スラブ登攀(ビデオ)」解説 

 １４：３０ 冬山での雪崩遭難防止と捜索について 

       ・今回の遭難おけるＡＣＴが取った具体的内容 

       ・ＮＰＯ法人ＡＣＴが目指すもの 

 １５：３０ チベット未踏峰への挑戦とヒマラヤの旅(山岳連盟顧問：西村亘)    

 １６：００ 閉会挨拶(副会長：江頭徳治) 

 

 



講師プロフィール 

 

１．廣川健太郎氏 

東京都岳連遭難対策委員。日本を代表するアルパインクライマーで、ネパールヒマ

ラヤのダウラギリＩＩ峰、アラスカマッキンリーなどの登頂、北米でのアイスクライ

ミング、ヨセミテ、韓国など幅広い活動を行っておられます。最近では日本有数の雪

崩の巣として、冬は一握りの熟練した登山者のみに許された山となる谷川岳一ノ倉沢

の滝沢第三スラブ、通称「三スラ」を登攀。その様子を撮影した極限のドキュメント

がＮＨＫで放映され一躍脚光を浴びました。 

 

２．元村幸時氏 

認定 NPO 法人 ACT 副理事長（雪崩救助指導者），元白馬コルチナ国際スキー場パ

トロール隊長，白馬村在住。雪崩災害をなくしたい、雪崩遭難をなくしたい、という

思いで発起人となり、平成１２年に ACT を設立。現在、専門的な知識や技術を持っ

たメンバーは４５人。行方不明者捜索、雪崩遭難者捜索、昨年の東日本大震災の時に

は岩手県大槌町へ支援活動にかけつけられました。そのほか気象観測活動や遭難事故

防止の講演、登山者の入山装備調査、救助犬による救助方法の研究、訓練などを行っ

ておられます。 

 

 

白馬岳登山ルート概念図 

 

 

 

 


